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地球温暖化対策担当 

 

港区創エネルギー・省エネルギー機器等設置費助成のＪ－クレジット化について 

 

港区創エネルギー・省エネルギー機器等設置費助成（以下「本助成」といいます。）を受

けて設置された機器等による温室効果ガス排出量の削減効果をＪ－クレジット（※）とし

て取得する新たな取組を始めます。なお、Ｊ－クレジット発行に当たり、民間事業者が運

営するＪ－クレジット創出プロジェクト（以下「プロジェクト」といいます。）へ参加する

ため、連携する事業者を選定します。 

 

１ 背景・目的 

  本助成は、再生可能エネルギー利用機器や省エネルギー機器等を設置する区民、中小

企業者、マンション管理組合等（以下「申請者」といいます。）に対し、その経費の一部

を助成することで、温室効果ガスの排出量を削減することを目的としています。 

  本助成による成果をＪ－クレジット化することにより、温室効果ガス排出量削減効果

の見える化、環境先進都市としてのＰＲ及び２０５０年ゼロカーボンシティの早期実現

に向けた対応力強化につなげます。 

  ※Ｊ－クレジットとは、省エネ設備の導入や森林管理等による温室効果ガスの排出削

減量や吸収量を「クレジット」として国が認証する制度です。Ｊ－クレジットは排

出量報告の調整等に活用できます。 

 

２ 取組の概要 

（１）区はプロジェクト運営事業者と連携協定を締結 

（２）本助成を利用した申請者は、機器の使用状況などを連携する事業者に年１回報告 

（３）連携する事業者がその情報をもとに温室効果ガスの削減効果を算定し、国（Ｊ－

クレジット制度認証委員会）に申請することで、区がＪ－クレジットを取得 
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３ プロジェクトに参加する申請者の特典 

 プロジェクトに参加する申請者には、みなとエコチャレンジのポイント付与を予定し

ています。 

 

４ 連携する事業者の選定について 

連携する事業者は、学識経験者と関係部課長で構成する選考委員会を設置し、公募に

より選定します。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

令和８年 ３月上旬 選考委員会（事業者によるプレゼンテーション） 

     ３月中旬 審査結果通知 

       ３月下旬 連携協定締結 

       ６～７月 機器設置が完了した申請者へのプロジェクト案内開始 


